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３．ドローンチーム活動報告

室内飛行ロボット部門は，一般社団法人日本航空宇宙学会が主催

する全日本学生室内飛行ロボットコンテスト，マルチコプター部門

に出場することを目的として活動している．このマルチコプター部

門は複数のプロペラの回転数を制御することによって飛行するマル

チコプターを用いて物資運搬や S 字飛行などのミッションを行い，

その運搬量や時間を点数化して順位をつける大会である．2022 年度

に開催された第 18 回大会に参加し，予選敗退の結果となった．

本部門で製作しているマルチコプターは市販されている姿勢制御

基板であるフライトコントローラを用いずに，teensy4.0 というマイ

コンボードを用いた自作を行っている．機体の工夫点として，フレー

ムは 3DCAD 上で部品配置を試行錯誤し，重心の調整を行った．ま

た，プロペラ全周囲を覆うプロペラガードやソフトでのヒューマン

エラーによるプロペラの回転などを防止する策を講じるなど，機体

の安全性も新たに配慮したことで，破損が少なく飛行試験の効率を

上げることができた．プログラムにおいては，2022 年度はラジコン

信号の読み取りと姿勢制御, 物資投下を 1 つのマイコンボードに統

一して行い，制御系の単純化を行ったほか，マルチコプターのホバー

状態が安定するプログラムを書き加えたことで飛行が安定した．し

かし，課題も多く，操縦になれず練習時間が不足していた．このた

め大会本番では操縦や競技中の指示がぎこちなく，タイムロスにつ

ながる場面があったことから，今後はより多くの練習時間を確保す

る必要があると感じた．ほかにもヨー軸方向の前方がわからなくな

ると前後左右の操作感覚がなくなるため, 一部分に強調した色を付

けることでどちら側に回転し始めたか判断して, 操作で修正できる

ようにしておく必要がある．

図 4 第第 18 回回全日本飛行ロボットコンテストの様子

図 5 大会出場機体「飛蜂」

４．結言

今年度は大会での入賞することができなかった．来年度は入賞で

きるようにしたい．

来年度二足歩行ロボットはチーム課題である歩行動作の安定化

を行い，大会での入賞を目指す．また，様々な大会に出場すること

で，経験を重ねていきたい．ドローンチームは今年度，課題点が浮

かび上がっているのでそれらを改善していきたい．
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１． 緒言 

神奈川大学宇宙エレベータープロジェクトは，2010 年度から活動

をはじめ 2022 年度からテクノサークルに加わった団体です．本プロ

ジェクトは工学部，文系学部の学生も含め 10 名ほどの学生が所属し

ており，将来実現すると予想される宇宙エレベーターを想定した自

律型昇降機（以下クライマーと呼ぶ）の開発を行っている．クライ

マーは，実際の宇宙エレベーターで想定される速度，ペイロード，

走行距離，耐久性，耐環境性などの各要素の一部でも満たすことを

目標としており，毎年開催される競技会や合同実験会などでクライ

マーの性能を検証している．そのほかにも学内外の様々な展示会や

イベントで宇宙エレベーターの認知向上のための活動をしている．

2022 年度は 9 月に競技会である SPEC×ROC, 11 月に合同実験会

である SPEC が開催され参加した.  SPEC×ROC では出場機体の中

で最速記録を達成したためスピード部を受賞した．また, 宇宙エレ

ベーターの認知向上のために初めて Maker Faire Tokyo 2022 に出展

した. 本報告では, この 3 つの活動を中心として 2022 年度の活動

を報告する. 

２． SPEC×ROC in NIIGATA 2022 競技会報告 

SPEC×ROC（SPace Elevator Climber ＆ RObotics Challenge）とは,

「クライマー部門」と「ロボット部門」の 2 つに分かれそれぞれの性

能を競う競技会です.「クライマー部門」は貨物を搭載し，指定され

た距離まで昇り，安定性，速度，貨物の搭載量などを競うものです．

「ロボット部門」は上空からパラシュートなどで降下したロボットが

地上でミッションを行うものです．

2022 年 9 月 17 日から 18 日にかけて新潟工科大学グラウンドにて

大型クレーンを使用し，地上 65ｍまで張られたロープを用いて競技

会を行った．大学, 社会人チーム合わせて 6 団体 13 チーム 17 機体

が参加し, 全 11 部門を争った．本プロジェクトのクライマーである

「KUSEP-5S」がスピード部門である「本高砂屋賞」を受賞した. 

受賞した機体は 2021 年度にベルトタイプの形状のテザーで世界

最速の時速 100.6 ㎞を記録したものである．時速 100.6 ㎞を達成し

た時よりもロープの長さが短かったため最速記録の更新とはならな

かったが，時速 72.5 ㎞を達成した． 

KUSEP-5S は 1 対のローラでテザーを挟み込み摩擦の力で上昇す

る機構である．テザーを挟み込み摩擦の力で上昇するのはクライ

マー共通の機構であるが，通常は複数対のローラで構成されるクラ

イマーが多い．しかし本機体は自重による負荷を最小限にするため

ローラを 1 対のみ使用する設計を行った．また一般的にはマイコン

による自律制御で行うが，短い距離での昇降かつ速い速度を目指す

ため目標設定した位置で急に止まれないことを想定し，手動で操作

している. 

本プロジェクトは受賞した機体のほかに 2 機体出場した．1 機目

は「KUSEP-511」,  2 機目は「KUSEP-M1」である． 

KUSEP-511 は重量搬送型として設計されたもので 4 対のローラが

ついており，テザーとローラの接触面積を大きくし，摩擦を大きく

することで重量物を搬送することに特化した機体である．競技会の

結果は通信機器のトラブルや機体の損傷により重量物を搭載しての

昇降を行うことができなかった．KUSEP-M1 は KUSEP-5S の時速

100.6 ㎞を超えるべく製作された機体であるが, 機体の損傷により

昇降は行えなかった. 
受賞した機体もあったが，それ以上にうまく行かないことが多く

学ぶことの多い競技会となった. 

図 1 クライマー「KUSEP-5S」 
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図 2 競技会の様子 

 

３． SPEC2022 合同実験会報告 

SPEC（SPace Elevator Challenge）とは宇宙エレベーターの合同

実験会です．SPEC×ROC とは違い，クライマーごとに目標を定

め，それを達成するために開催するものである．また参加者同士

の交流や意見交換なども目的としている． 

2022 年 11 月 25 日，26 日の 2 日間開催され，テザーを崖から斜

めに約 200ｍ張り行われた．実験会では通常行っている実験より

も長距離の昇降を行うことができ，本プロジェクトからは新規機

体である KUSEP-M1 の検証を中心に行った．本機体の目標は，

KUSEP-5S が保持している時速 100.6 ㎞を上回る時速 200 ㎞の記

録を出すことである． 

KUSEP-M1 は SPEC×ROC in NIIGATA 2022 にも出場したが，機

体の損傷により昇降を行うことができなかった．本機体は他の機

体にはない 2 つのクライマーを連結させるという特徴がある．始

動時が苦手な特性を持つモータを採用しているため，スピード型

にするとクライマーが上がらないことがある．その問題を解決す

るために始動時に補助をするクライマーとスピード特化型のク

ライマーを連結させ，途中で切り離す機構を用いて製作した. 

学内実験では約 20ｍの垂直なテザーを安定して昇ることがで

きた. しかし本番環境では切り離し後にスピード型のクライマー

が停止してしまう問題が起きた．なぜ止まってしまうかは不明だ

が電気的トラブルと考えられる．合同実験会では原因を突き止め

ることができなかった．長距離で昇降させたときにおこるトラブ

ルのため学内で検証することが難しく，次年度の合同実験会で原

因を調査することにした. 

４．Maker Faire Tokyo 2022 出展報告 

 Maker Faire Tokyo とは様々な企業や団体が製作したものを出展

する大規模なモノづくりの祭典である． 

 2022 年 9 月 3 日から 4 日にかけて東京ビッグサイト西 4 ホール

で開催され，2 日間で出展者数約 280 組，来場者数 1 万人の人が参

加した．本プロジェクトは宇宙エレベーターの認知向上,  特に若年

層に向けたアピールのために参加した．本イベントでは未就学児か

ら小学生の子供も多く来場すると言われていたので，小さな子供で

も操縦できるクライマーを準備した．そのほかにも本プロジェクト 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 クライマー 「KUSEP-M1」 
 

 

が製作したクライマーや迫力のある動画などを展示した．その甲斐

があって，イベント当日は操縦体験に列ができるほどの人気ぶり

だった．コロナ感染拡大防止のため人数制限が行われていたが，た

くさんの方にお越しいただけた. 

 2022 年度はコロナ感染拡大防止のためイベントが少なく，初め

て参加した Maker Faire Tokyo だったが，小さな子供から大人の方

までたくさんの方と交流でき，本プロジェクトの良いアピールの場

になった．また，モノづくりをしている多くの人と交流しアドバイ

スを頂けた．アドバイスを元にクライマー製作やイベント参加をし

ていきたい． 

 

 
図 4 Maker Faire Tokyo 2022 展示の様子 

 

 

５.結言 

2022 年度は，2021 年度に達成したベルトテザーで世界最速の

時速 100.6 ㎞を超えるために，スピードに特化したクライマーを

中心に製作を行ってきた．しかし, 各競技会でも思ったような結

果を得ることができず悔しい思いをした． 

今年度の実験結果を踏まえて，多くの問題点や改善点を見つけ

ることができた．これらの課題を解決し，実際の宇宙エレベー

ターで想定される速度，ペイロード，走行距離，耐久性，耐環境

性などの各要素の一部でも満たすことを目標に活動に取り組ん

でいきたい． 
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